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中国では 年代急速な経済成長と都市開発に伴って景観破壊などの環境問題が深刻となってき
た 歴史性の高い文物や自然保護区などの遺産に関する指定事業は 年代から継続されてはいるが ラン
ドスケ プ遺産の保全 地域らしさを守り育てる上でのト タルな視点が欠如していることが顕在化されて
きた そのため中国でのランドスケ プ遺産の保全を進め まちづくりや観光などを経済活動に活用するこ
とが今後重要であると考えられる
そこで本研究では 研究を進めるに当っての基本事項であるランドスケ プ遺産の 定義 分類 に
ついて整理した上で 中国におけるランドスケ プ遺産の保全とその仕組みについて考察し さらに
中日の施策にみるランドスケ プ遺産の保全対象の対照とその類似性を明らかにした 以上の結果をもと
に 歴史 文化 自然的なランドスケ プ遺産を多く包含する中国 瀋陽市を対象地としてリストアップ化
を行い その分布 時代 保全の三つの側面から特徴を分析した その結果 瀋陽市には 年現在
件のランドスケ プ遺産が確認され その内訳は歴史系ランドスケ プ遺産 件 文化複合系 件 自然
系 件となった 瀋陽市の都市中心部は歴史系遺産と一部の文化複合系遺産が集中し 郊外には文化複合系
自然系が散在するという分布の特徴が見られた また 全体の 割は中 近世から近代の遺産であり 全体
の半数以上が国 省 市レベルで指定されていたこと また指定の有無に関わらず保全状態は 割が中程度
であり 高い保全状態のものも 割を占めていることが明らかとなった
ランドスケ プ遺産 中国 瀋陽 歴史的建造物群 歴史的まちなみ 景勝地 自然環境
ケ プ遺産の保全に対する要望書を提出してきた 年
には常置の研究委員会として ランドスケ プ遺産研究委
中国では 年代の市場経済改革後 急速な経済成長 員会 を設け ランドスケ プ遺産をテ マとした継続的
と都市開発に伴って景観破壊などの環境問題が深刻になっ な報告 を実施し 年からは近代遺産に
てきた 焦点をあてた分科会活動を行っている
その一方で歴史的価値の高い文物 自然性の高い保護地 なお ランドスケ プ遺産の定義は 環境風景としての
区の指定事業は継続されてはいるものの 持続的な価値を ランドスケ プで未来に継承すべき歴史的価値を有するも
有するランドスケ プ遺産の保全 地域らしさを守り育て の とし 自然 エコロジカルな環境から 文化や歴史な
る上でのト タルな視点が欠如していることが顕在化され どカルチュラルな景観 ヒストリカルな風景や風土 まで
てきた を含み 歴史系ランドスケ プ遺産 文化複合系ランド
中国 国務院は 風景名勝区条例 歴史文化名 スケ プ遺産 自然系ランドスケ プ遺産 の三つに分
城名鎮名村保護条例 を公布し 持続的価値のある 類できるとしている
ランドスケ プ遺産の保全を重要課題として着目するよう その後日本では 景観法 地域における歴史的風
になってきた 致の維持及び向上に関する法律 の成立など ランド
しかしながら 中国におけるランドスケ プ遺産につい スケ プ遺産をめぐる社会的認知も急激に進んできている
ての研究は未だ不十分であり 一般社会においてはその概 以上のことから 中国におけるランドスケ プ遺産の保
念についても認知されていないのが現状である 全を促進し 更に市民が愛着を持てるまちづくりや観光な
一方 年に 世界第 位となった日本において どの経済活動に展開できるようにするための研究が今後は
は 高度経済成長期の都市開発によって 一足早く景観問 重要であると考えられる
題に直面した 年 日本造園学会はランドスケ プ遺 本研究では 日本造園学会分科会の見解をトレ スし
産保全委員会を設置し 国や地方自治体などにランドス 著者のひとり進士が発表してきたランドスケ プ遺産の
舸 服部 勉 進士五十八
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中国 瀋陽市におけるランドスケ プ遺産の
現状分析
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定義 分類 という基本的な枠組みが中国において適 スケ プ遺産の保全が始まった
用できるかを確認した 次に中日のランドスケ プ遺産の 中華人民共和国都市計画法 都市景観及び環
保全施策と保全対象を比較し その類似性を考察した 更 境衛生管理条例 都市緑化条例 が公布
に紀元前 年からの歴史を有し ランドスケ プ遺産を されるなど 年代後半から 都市景観 環境の保全も推
多く包含する中国 瀋陽市を調査対象地として 年現 進された
在のランドスケ プ遺産を 歴史系 文化複合系 自然 世紀に入り 中国におけるランドスケ プ遺産の保全
系 の 分類に基づいてリストアップ化を行い その分布 は国際条約 憲章などの影響を受けながら 新たな文化的
時代 保全の三つの側面から特徴を分析した 遺産を保全するようになった 年の ヴェニス憲章
世界の文化遺産及び自然遺産の保護に関する条約
を参照して 文化遺産保護の強化に関する通知
世界文化遺産保護の管理方法 などが公
中国ではランドスケ プ遺産に対して 歴史 自然などの 布された
領域から保全施策が展開され 指定事業も続けられてきた また 風景名勝区条例 の制定によって 国 省
そこで 日本のランドスケ プ遺産に関する研究 保全制度 の つのレベルで風景名勝区の指定制度が展開し 国家重
などを参照 したうえで 中国におけるランドスケ プ遺産 点風景名勝区は 件指定され 歴史文化名城名鎮名村保
に関わる制度を検討し 中華民国時代から現在に至る約 護条例 によって 件が歴史文化的名城 名鎮
年間の保全の仕組みについて体系的な整理を試みた 名村に指定されるなどの拡大がはかられ 地方レベルでの
中国では 建国前の中華民国 国民政府によって 古物 ランドスケ プ遺産の本格化的な保全も開始された
保存法 が制定 それに伴って歴史系ランドスケ
プ遺産の保存が開始された
年の中華人民共和国建国直後 国務院は 古跡 貴重 中日のランドスケ プ遺産に関する施策及び保全対象を
文物図書及び稀有生物の保護方法 を公布し 歴史 人為性 と自然性 を両極に置いて系
的 科学的な価値のあるものの保存をはじめた この時期に 統的に整理 分析を試みた 図
は希少生物保護のために 自然保護区指定制度 も発足し その結果 中国におけるランドスケ プ遺産の保全につ
国家自然保護区が中国全土で 地域も指定されている いては の保全施策によって の保全対象が明確に規
年代には農業生産を中心とした社会主義の建設が 定され 一方 日本においては の保全施策によって
始まり 古文物建築の保護に関する指示 が公布 の保全対象を規定していることがわかった
され 建築物のような歴史系ランドスケ プ遺産の保存と 中日においては共通する保全対象も多く見られ 歴史的
共に 国民に革命教育を実施するため 近代的革命価値の 保全対象では 中国の工業遺産 歴史建造物地区 歴史文
ある建造物 遺跡も保存するようになった 年 歴史 化都市 街区が日本では近代化遺産 伝統的建造物群 歴
文化系ランドスケ プ遺産のための保存制度 すなわち 史的風土保全地域というように対応が見られた
古跡 歴史的建築物に関する法制度を 文物保護暫行条例 自然的な保全対象としては 中国の名勝古跡樹林と日本
としてまとめた の天然記念物 中国の自然生態系統区域 特殊な保護自然
年代初頭 文物保護暫行条例 に基づいて 明確な保 地域と日本の原生自然環境保全地域 自然環境保全地域と
存方針をもった 歴史文化名城 制度を加えた 中華人民 が対応している
共和国文物保護法 が制定された これに基づい また歴史 自然的要素の双方を含んだ保全対象では 中
て 国 省 市の つのレベルで文物保護単位 指定を行 国の歴史的宗教空間 遺跡 墓地に対し 日本の史跡 中
い 国家重要文物保護単位である革命建造物 歴史建造物 国の生産緑地 公共緑地に対して 日本の生産緑地地区と
は 件 革命遺跡 歴史遺跡は 件が指定された 同 緑地保全地域 中国の環境優美郷鎮 風景名勝区域に対し
時に 歴史文化名城の強化に関する通達 によっ て 日本の文化的景観 名勝 自然公園 など概念的に共
て 歴史文化名城 の指定制度 指定 件 が発足した 通する保全対象が多くみられた
また 都市開発によって歴史的建造物やまちなみなどの破 一方 中国の革命的遺産 革命的建造物地区 革命的遺
壊が深刻さを増し 建設中文物古跡及び風景名勝の保護 跡 革命的記念樹林 少数民族村鎮 民族街区に該当するも
に関する通達 が公布され 歴史的建造物 遺跡や のは日本では見られない これは中国における革命のプロ
風景名勝地が保存されるようになった パガンダ 愛国教育推進 あるいは多民族国家としての民族
また 中華人民共和国森林法 中華人民共和 保護などの観点から遺産の保全がなされていることによる
国草原法 中華人民共和国環境保護法 反対に 文化複合系ランドスケ プ遺産として位置づけ
自然保護区条例 が制定され 森林 草原のよう られる運河景観 都市公園 風致地区 河川保全区域につ
な個別の対象から地区 環境といった広範囲での自然系ラ いては 中国側では現段階においては 保全対象には到っ
ンドスケ プ遺産を一気に保全するに至っている てはいない
年 河北省人民代表大会常務委員会は 河北省文物 日本は河川景観など 多様なランドスケ プ遺産をト
保護管理条例 が公布され 地方レベルでも歴史系ランド タルな視点から保全する体勢を整え さらに地方自治体
中国におけるランドスケ プ遺産の
保全制度の発展
ランドスケ プ遺産の内容及び分類
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中国 瀋陽市におけるランドスケ プ遺産の現状分析
中日の施策にみるランドスケ プ遺産の保全対象 枠付き文字はその国のみの保全対象 年現在 舸 服部 進士作成
市民活動が活発化により 日常的なものも保全するように 態 保全の根拠となる法律の 項目によって その現状を
なっている 把握した
以上の考察を踏まえて 本研究では中日ランドスケ プ 瀋陽市を選定した理由としては 歴史文化名城
遺産の基本的な枠組みの類似性を考察した上 次のように 国家森林都市 国家環境保護模範都市
整理した 国家園林都市 の指定がなされているように 歴
ランドスケ プ遺産とは 現存している 復元に真実 史 文化 自然系のランドスケ プ遺産を多く包含し 紀
性があるものを含む また事物単体ではなく 空間的広が 元前からの各時代 また満州族 漢民族など多民族統治の
りのあるもので全体として歴史的 文化的 風土的 自然 痕跡が随所に多く残されている点があげられる
的価値があり 未来に継承すべきランドスケ プ 尚 瀋陽市を対象地としたランドスケ プ遺産の内容と
さらに ランドスケ プ遺産を人為性と自然性との度 分類に合わせて 瀋陽市の現地調査を行い 瀋陽市におけ
合によって分類すると 次の 分類となる 自然性に注 るランドスケ プ遺産の範囲を以下のように定めた
目した 自然系ランドスケ プ遺産 歴史性に比重を 歴史系 は 文物保護法に指定された文物保護単位 歴
おいた 歴史系ランドスケ プ遺産 歴史的風土の上 史性を有する街区 広場 都市近代化に関わった人工的な
に高い人文性 あるいは人為性が加わった いわば文化的 商工業遺産及び中国建国に関わった革命遺産等とした
景観などの中間領域の 文化複合系ランドスケ プ遺産 文化複合系 は少数民族文化に係る寺院 廟などの宗教
の つ 空間 都市緑地 都市公園 運河景観 郊外に位置した墓
地 陵墓 河川景観 山村集落 少数民族集落等とした
自然系 は環境保護法に指定されたエコロジカルな自
然保護区 中国の風景 風土に培われた歴史的自然環境と
自然景観を主とした名勝地とした
中国におけるランドスケ プ遺産の現状を把握するひと また 瀋陽市のランドスケ プ遺産の抽出については
つのステップとして 典型的なランドスケ プ遺産を持つ 奉天通志 東北名勝古跡軼聞 特に 瀋陽市志
都市として瀋陽市を取り上げた そしてランドスケ プ遺 全 巻 の総合巻 瀋陽市史 第三巻 都市計画 建
産をリストアップし 遺産の類型 保全対象の類型 形成 築 第四巻 園林緑化 風景名勝区 の内容を参考にした
年代 場所 総面積 建造物面積 指定のレベル 保全状 現況分析については まず瀋陽市のランドスケ プ遺産
図
瀋陽市選定の理由と調査分析の方法
中国 瀋陽市におけるランドスケ プ
遺産の現状分析
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瀋陽市におけるランドスケ プ遺産分布現況図 年現在 舸 服部 進士作成図     
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中国 瀋陽市におけるランドスケ プ遺産の現状分析
瀋陽市におけるランドスケ プ遺産 歴史系 文化複合 瀋陽市の時代別に見る歴史系及び文化複合系ランドス
系 自然系 の種類別件数と面積 ケ プ遺産の件数
の数量 面積 および分布を整理し さらに瀋陽市の歴史
によって 古代 中 近世 近代 現代 つの時代から時 瀋陽市の歴史を大きく次の つの時代に区分する
代的特徴を分析した上で ランドスケ プ遺産の保全状況 古代 年前には新楽文明と呼ばれ原始的集落が
及び状態の総合的な把握を実施した 形成された その後 春秋戦国時代 に 候城
古代軍事拠点 として瀋陽が歴史に登場した 中 近
世時代 漢民族と東北に住む少数民族との戦争により 瀋
遼寧省の省都である瀋陽市の人口は約 万人 面積は 陽市は軍事拠点から軍事重鎮になり 更に 年清王朝
万 で そのうち市区人口は 万人 市区面積は の太祖ヌルハチの遷都によって 清の首都 陪都になった
万 である 年現在 近代 中国の東北地方に満州国 が成立し 当時
尚 調査対象とした瀋陽市とは 年に遼寧省の省都 満州国最大の都市であった奉天 現在の瀋陽 は 工 商
となった地域であり 現在の瀋陽市の行政 区 となって 業中心都市として位置づけられた 現代 年の中
いる地域である 国建国後も 中国の工業を支える都市となる
瀋陽市には 件のランドスケ プ遺産があり その面 以上の つの時代別にみる 歴史系 文化複合系 ラン
積は約 万 で瀋陽市面積の を占めている 表 ドスケ プ遺産の現状を整理すると表 となる
その内訳は歴史系 件 文化複合系 件 分析の結果 以下の特徴が見られた 古代に形成された
自然系は 件 数量的には歴史系 件はすべて文化複合系の古代遺跡であった これは古代
の件数が全遺産数の を占めて 面積比では にあ から中世までモンゴル族 古代朝鮮族の統治により 遊牧
たる 自然系の件数は ではあるが 面積比では 族とした生活風習の影響を受けて 原始的森林は平原地帯
となり 瀋陽市の にもなっている 文化複合系の件 に変わり 歴史的建造物の数量も僅である
数は だが 面積で と各遺産の特徴が見られた 中 近世に形成された 件のうち 歴史系の 件は瀋
地理環境としては 瀋陽市は中国 東北地方の南部に位 陽故宮を中心とした建築物群及び宗教空間であった また
置し 主な地域は平原であり 東南部だけに山地が集中し 清王朝の建築物群が残されてはいるが 清以前の建造物群
ている 次にランドスケ プ遺産の分布状況を図 に整理 はほとんど残されておらず 寺院などの宗教空間も大規模
した なものしか残されていなかった 文化複合系の 件は清
図 の通り 瀋陽市の歴史系ランドスケ プ遺産は都心 代の陵墓 宗教的空間 民族的集落で 清朝初期の盛京城
部に集中し それは更に大きく二つの区域に区分されてい 外側の都市計画の痕跡は僅にみられた これは 近世にお
た ける漢民族と少数民族とが戦争を行い 大規模な軍事拠点
一つは瀋陽故宮建築群 図 中の を中心とした区 が必要となり さらに軍事的に優れた位置にある瀋陽市は
域で 主に明 清時代に形成された伝統的建築物群 歴史 清王朝の発祥地となり 初代の首都となり都市開発が行な
的まちなみ 宗教空間などが分布している区域 もう一つ われ 古都として歴代皇帝に重視された その後 日露戦
は旧奉天駅 現在の瀋陽駅 図 中の を中心とした 争 日中戦争によって多くの遺産が破壊され そのために
主に満洲国時代の南満州鉄道 満鉄 付属地として形成さ 中 近世の遺産は近代より少ない
れた区域である 近代のランドスケ プ遺産は 件と全体の半分以上を
文化複合系ランドスケ プ遺産は 都市南部にある南運 占めた そのうち 割は歴史系ランドスケ プ遺産であ
河 図 中の に集中し 主に近代の都市公園として り 主に満鉄付属地の近代建築物群 近代化工商業遺産
整備され また都市郊外に分布する遺産は北 東にある清 革命遺産である 理由としては満州国時代に都市計画が推
時代に営造された大規模な陵墓 霊園 南部郊外に位置す 進され 多くの歴史系遺産が形成され 中華人民共和国建
るブドウ園 桜や桃の畑などの田園風景遺産 各地にある 国後も多くは公共施設として転用され 一部は革命教育に
古代遺跡 伝統的山村景観 河川景観などである 利用された
自然系ランドスケ プ遺産は都心部の南部の河川地域 現代の 件は建国後に整備された霊園及び農園景観であ
都市中心部から離れた山間部に分布している る その理由は日中戦争 内戦による戦没者の埋葬地とし
このように分布形態の全体的特徴をみると 瀋陽市都心 て霊園の必要性 市民生活を安定 向上するための農園整
部は歴史系遺産と一部の文化複合系遺産が集中し 郊外に 備事業が重視されるようになったと考えられる
は文化複合系 自然系が散在する傾向がみられる 以上 瀋陽市で全般的に多かったのは近代の歴史系遺産
件 次は近代の文化複合系 件 中 近世の歴史系遺
表 表
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瀋陽市におけるランドスケ プ遺産の指定ならびにその保存 保全状態 単位 件
産 件 中 近世の複合系遺産 件 少なかったのは古 行為として禁止された
代の文化複合系遺産 中 近世までの歴史系遺産は見当た 各遺産の指定保全の有無とその状態を整理した 表
らなかった 無指定のランドスケ プ遺産が 件あり 全遺産の約
割に達する 歴史系は 件で 多くは近代以降に形成され
たまちなみ 広場などであった 文化複合系の 件は民族
年 瀋陽市は 歴史文化名城 に指定され 都市全 的集落 近代公園であり 民族的集落は今後 歴史文化名
体が歴史文化的遺産として国レベルで評価された 近年も 城名鎮名村保護条例 により指定保全される可能性はある
都市緑化 環境保護に重点を置いて 都市づくりが進んで が 近代公園は地方政府によって管理され 保全対象とは
いる なっていない 自然系の 件は瀋陽市の 背山臨水 とい
更に 年 遼寧省風景名勝保護管理暫定条例 う風水思想に基づく立地を構成した山や川であり かつて
年 瀋陽市地上移動禁止文物と地下文物保護条例 が公布 は市民生活とも密接に関わっていたが 現在は放置されて
され 自然景観資源 人文景観資源 歴史的文化的資産に おり 今後の開発が懸念されている
ついては地域性に合わせて 国 省 市の各レベルでの指 指定保全されていた 件は 国 省 市の三つのレベル
定保全事業を展開している に分かれ 国の 件は歴史系である清王朝初期及び中華民
歴史系ランドスケ プ遺産に対して 文物保護法 の内 国時代に形成された大規模な伝統的建築物群 民族的宗教
容に準じて 瀋陽市地上移動禁止文物と地下文物保護条 空間 複合系では清時代の陵墓と新楽遺跡 自然系では地
例 では文物保護単位の標識 文物 施設を損害 質遺跡として指定された自然保護区であった
移動する行為 爆竹など火事になりやすい行為が禁じされ 省の 件の中 歴史系の 件は中 近世の宗教空間
ている また 一つの文物保護単位には建設制御地帯 保 近代の伝統的建築物群 革命遺産であり 文化複合系の
護範囲を設定し 建設制御地帯に属する建造物の意匠 高 件は中 近世の寺院と近代霊園である
さ 色彩が制限され 保護範囲には重要建造物の全体的配 市の 件の約 割は歴史系であり 主には近代化遺産
置 建築物の構造 特色的な内部装飾の改造も禁止されて であり 文化複合系は古代遺跡と中 近世の寺院であり
いる 自然系は瀋陽市南部に位置した地方級自然保護区である
複合系に対しては 遼寧省風景名勝保護管理暫定条例
によって景観の特色 生態環境を保護するため 風
景名勝区の周辺には保護地帯を設置し 区域内の研究 観 次に保存や保全の状態については 高 構成要素の現
光などは許可の上 指定範囲内で行うことができる 風景 存の状態が良好で 歴史系では真実性 自然系では生態系
名勝区を構成した各要素に対して 歴史遺跡 文物古跡な が高いレベルで維持されているもの 低 遺産対象破壊
どの人文景観の保護が 文物保護法 に準じ 地形 山 川 の度合 対象周辺の環境 遺産の真実性 完全性は比較的
生物 土壌など 自然景観資源の破壊行為は禁じられた 低いもの 中 高 と 低 の中間 の大きく三段階に
自然系については 自然保護区条例 では 自 分けて評価を試みた
然保護区を核心区 緩和区 実験区に設定し 希少生物が その結果 高 状態は 件あり 全遺産の 割を占め
集中する核心区では一般の利用 無許可の研究活動は禁じ 歴史系 件と文化複合系 件となった 歴史系は伝統的
られ 核心区の周辺である緩和区は学術研究のために設置 建築物群 都市広場であり その半分は市レベルの指定保
された区画で 一般利用は禁じられ 緩和区の周辺である 全がなされていた 複合系は陵墓 霊園 都市公園 運河
実験区は研究 観光などの行為は許可され 保護方針の異 景観及び田園景観であり その半分以上は指定保全がなさ
なる観光は禁じられた また 核心区 緩和区の開発行為 れていない遺産である これは土地の所有権はすべて国に
は禁止され 自然保護区の全域内の放牧 採石などは破壊 あり 保護範囲の設定 建築制御地区における建築物に対
表
指定保全の有無
保存 保全状態の評価
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中国 瀋陽市におけるランドスケ プ遺産の現状分析
進士五十八 公園における歴史性 都市公園
古代から現代までの重要な史跡 代表的建築物群を歴史
芸術 科学的価値によって 国 省 市レベルで指定された
文化財保護地区
王 樹楠 ほか 奉天通志 瀋陽七二一七工場
瀋陽市図書館社会科学参考編集部 東北名勝古跡軼
聞 瀋陽市図書館
瀋陽市人民政府地方志編集委員会 瀋陽市志 瀋陽出
版社
瀋陽市の行政地区は広義には 市 新民市 県 康平
県 法庫県 遼中県 区 瀋河区 和平区 鉄西区 大
東区 皇姑区 于洪区 東陵区 瀋北新区 蘇家屯区 で
全面積は 万 平方キロであるが 一般的 狭義 には
上記の 区を瀋陽市とする
進士五十八 ランドスケ プ遺産の保全 学術の動
向
進士五十八 ランドスケ プ遺産保全の意義 ラン
ドスケ プ研究
進士五十八 歴史的風致の概念とそのランドスケ
プ的意義 ランドスケ プ研究
趙 玉民 瀋陽史蹟図説 瀋陽出版社
遼寧経緯測絵科技株式会社 瀋陽交通旅行図 西安
地図出版社
林 声 ほか 瀋陽城図志 遼寧美術出版社
する管理は容易に実現できることを意味している また のランドスケ プ遺産 歴史系 件 文化複合系 件
条例など地方レベルでの保護条例の規定も可能であり 地 自然系 件 が確認された また特徴としては 瀋陽故宮
域性に合わせた保全施策の確立も大きな理由と言える を中心とした地域は清朝発祥の古都として保護されたこと
中 の 件は全体の約 割を占め 中 のなかで歴史 から 清朝に関わる中 近世の歴史系遺産が多いこと ま
系は 件と約 割となっている これらの多くは近代に た日露 日中という つの戦争の影響によって成立した満
形成された歴史的まちなみ 工 商業遺産 民国時代奉天 鉄に関わる近代の遺産 特に建造物は奉天駅周辺地域に多
軍閥の中心人物の邸宅 駅 広場など公共施設 または清 いなど 清朝時代のものと満鉄時代のものは 別 に配置
朝初期および近代に建てられた宗教的空間である 件が されていた
市レベルで指定保全され 無指定のランドスケ プ遺産も また全遺産の半数以上は建造物を中心とした保護 保全
件あった の指定がなされているが 建造物以外の都市公園 広場
低 の 件のほとんどは歴史系であり 清朝時代の宗 まちなみなどは未だ中国においては遺産としての認識がな
教的空間と近代の建築物 広場など公共施設である 半数 されておらず 今後これらを評価し 遺産としてどのよう
以上は無指定であるが 省レベル 件 市レベルで 件は に守っていくかが今後の重要な課題であると考えられる
保全指定を受けている 低 状態になった理由は 放置さ また現時点の保存状態については指定の有無 件中
れた結果 建築物の状態が悪化 あるいは明確な保全範囲 件は指定 件が無指定 に関わらず全体としては良好
の設定がなされないままに 都市開発の影響で保全施策の であり 特に清朝の遺産については十分な施策が実施され
機能が低下し 周辺環境の破壊が著しくなってきた また ているものの 近代以降の遺産については様 な用途で利
遺産は全て国の所有となるため すべて各政府によって管 用がなされており 今後その利活用を含めた保存方法の検
理されている 従って 市民個 の保全に対する意識は極 討を実施することが重要であるといえる
めて低く 保全活動に参加しようという機運そのものも高
まっていないと考えられる
また 国 省レベルで指定保全された遺産の保全状態は
全般的に高く 市レベルは 中 状態が多く 約 割の遺
産が 低 状態であった 少数の国 省レベル指定の遺産
は援助金制度に恵まれ 地方政府も遺産保全を重視してい
る 市レベル遺産の件数は多く また都市開発に比べ 保
全事業に対する十分な経費の確保が困難である そのため
利活用に関しても多くの歴史系遺産は政府関係機関として
日常的に使用されているため 保全の意識も薄く 遺産の
状態は急速に悪化し 改造による遺産本来の真実性という
ものが低くなる傾向が見られる
中国におけるランドスケ プ遺産の保全制度について
は 従来の文物保護単位 自然保護地区の指定事業に加え
近年では国際条約 憲章の影響を受けて 急速に国際基準
に準拠した保全制度が整備されつつある またその対象も
歴史系では鎮 村といた地方レベルまで拡大する動きが見
られはじめたことなどが明らかとなった
中日の施策にみる保全対象の対照結果から 少数民族保
護 愛国教育推進といった中国独自の観点を除き 類似す
る点が極めて多く 定義や分類など日本におけるランドス
ケ プ遺産の基本的な枠組みを中国において適用できるこ
とが確認された
次に 瀋陽市を対象地としてランドスケ プ遺産のリス
トアップを実施した結果 年現在 瀋陽市には 件
註
結 言
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parison study on landscape heritage in Japan and China :
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: From the ’s China’s rapid economic growth and city expansion has been accompanied
by serious problems concerning the destruction of the environment. Although designated projects
concerning the heritage of China’s long history of civilization and it’s nature preserves have been
around since the ’s, preserving landscape heritage sites is still insu cient. Preservation of
landscape heritage sites in China comes at a time when construction in cities and rising tourism is ever
more pressing.
This research addresses ( ) the deﬁnitions and classiﬁcations of landscape heritage sites, ( )
investigation of the methods with which to study the preservation of landscape heritage sites in
China, and ( ) di erences and similarities between Japanese-Chinese policies concerning preservation
of landscape heritage sites. Results are based on the historical, cultural, and many natural landscape
heritage sites found within China. Characteristics were analyzed relating directly to the time
Shenyang was listed as a heritage site : it’s allocation as a heritage site, the time period, and
conservation. As of , Shenyang has landscape heritage sites, historical heritage sites,
cultural heritage sites, and natural heritage sites. Both historical and cultural sites are concentrated
around the center of Shenyang, and other cultural heritage sites are scattered in the suburbs. About
percent of these sites were built from the Middle Ages. More than half of all sites are designated
either on a national, provincial, or civic level. The condition of these sites varies, but percent are
in fair condition, while percent are in very good condition.
: landscape heritage, Shenyang China, the historical buildings, the historical town, beauty
spot, the environment
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